
佐
久
周
辺

佐
久
周
辺

佐
久
周
辺

佐
久
周
辺

さ
く
し
ゅ
う
へ
ん

神
社
神
社
神
社
神
社
巡巡巡巡
りりりり    

 

浅

間

山

の

麓

に

広

が

り

、

千

曲

川

の

上

流

に

あ

る

佐

久

市

・

小

諸

市

を

中

心

と

し

た

海

か

ら

一

番

遠

い

地

域

。

名

産

は

高

原

野

菜

と

佐

久

の

鯉

。

名

所

は

遊

園

地

・

動

物

園

が

併

設

さ

れ

た

小

諸

の

懐

古

園

と

田

口

の

龍

岡

城

、

日

本

に

二

つ

し

か

な

い

五

稜

郭

。

星

の

き

れ

い

な

宇

宙

観

察

の

地

で

も

あ

る

。

夜

の

小

海

線

に

乗

っ

て

銀

河

鉄

道

の

旅

へ

、

さ

あ

出

発

し

よ

う

！

 

    

東東東東    

信信信信

    
    

【【【【

多

古

多

古

多

古

多

古

た

ご

神

社

神

社

神

社

神

社

じ

ん

じ

ゃ

】】】】

□□□□
村村村村

    

▼

鎮

座

 

小

諸

市

大

字

芝

生

田

字

宮

林 

旧

名

は

諏

訪

神

社

と

称

し

た

が

当

区

北

方

に

多

古

駅

が

あ

り

、

そ

こ

か

ら

昭

和

十

四

年

に

神

社

名

を

改

称

し

た

。 

大

祭

に

は

「

浦

安

の

舞

」

を

奉

納

し

て

い

る

。 

 

▼

御

朱

印

対

応 

 

要

予

約

 

宮

司

宅

で

受

付 

☎

〇

二

六

七

（

三

二

）

四

四

四

七 

    

【【【【

懐

古

懐

古

懐

古

懐

古

か

い

こ

神

社

神

社

神

社

神

社

じ

ん

じ

ゃ

】】】】    

▼

鎮

座

 

小

諸

市

懐

古

園

内 

廃

藩

後

、

荒

廃

し

て

い

く

城

址

を

憂

い

た

旧

士

族

が

資

金

を

集

め

、

明

治

政

府

か

ら

払

下

げ

を

受

け

明

治

十

三

年

四

月

城

址

を

整

備

し

懐

古

園

と

す

る

に

あ

た

り

本

丸

内

に

懐

古

神

社

を

創

建

。

 
▼

御

朱

印

対

応 

 

午

前

九

時

～

午

後

四

時 

社

務

所

で

受

付 

 

    

佐
久
佐
久
佐
久
佐
久
周
辺
周
辺
周
辺
周
辺
神
社
巡

神
社
巡

神
社
巡

神
社
巡
りりりり
①①①①    

    

【【【【

長

倉

長

倉

長

倉

長

倉

な

が

く

ら

神

社

神

社

神

社

神

社

じ

ん

じ

ゃ

諏

訪

諏

訪

諏

訪

諏

訪

す

わ

神

社

神

社

神

社

神

社

じ

ん

じ

ゃ

合

殿

合

殿

合

殿

合

殿

ご

う

で

ん

】】】】

□□□□
村村村村

    

▼

鎮

座

 

北

佐

久

郡

御

代

田

町

御

代

田 

中

山

道

小

田

井

宿

近

く

に

鎮

座

。

境

内

に

は

小

田

井

の

道

祖

神

祭

で

の

藁

馬

が

神

馬

舎

に

奉

納

さ

れ

て

い

る

。 

▼

御

朱

印

対

応 

 

要

予

約

 

宮

司

宅

で

受

付 

☎

〇

二

六

七

（

三

二

）

四

四

四

七 

 

【【【【

菱

野

健

功

菱

野

健

功

菱

野

健

功

菱

野

健

功

ひ

し

の

け

ん

こ

う

神

社

神

社

神

社

神

社

じ

ん

じ

ゃ

】】】】

□□□□
村村村村

    

▼

鎮

座

 

小

諸

市

大

字

菱

平

字

宮

前 

諏

訪

大

明

神

と

し

て

奉

ら

れ

、

近

隣

に

は

天

神

社

や

山

神

社

が

鎮

座

し

て

お

り

、

毎

年

四

月

二

十

五

日

に

天

神

社

と

共

に

例

大

祭

が

行

わ

れ

る

。 

 

▼

御

朱

印

対

応 

 

要

予

約

 

宮

司

宅

で

受

付 

携

帯

〇

八

〇

（

一

一

七

二

）

六

〇

五

七 

 

⑧⑧⑧⑧    

【【【【

鼻鼻鼻鼻

は

な

顔顔顔顔

づ

ら

稲

荷

稲

荷

稲

荷

稲

荷

い

な

り

神

社

神

社

神

社

神

社

じ

ん

じ

ゃ

】】】】    

▼

鎮

座

 

佐

久

市

岩

村

田

鼻

顔 
永

禄

年

間

に

京

都

伏

見

稲

荷

大

社

よ

り

御

分

霊

を

戴

き

祀

ら

れ

た

神

社

。 

東

信

濃

に

於

け

る

稲

荷

信

仰

の

中

心

と

し

て

広

く

崇

敬

さ

れ

て

き

た

。 

▼

御

朱

印

対

応 

午

前

十

時

～

午

後

三

時 

社

務

所

で

受

付 

（

月

曜

日

・

金

曜

日

は

社

務

所

定

休

日

）

 

 



【【【【

新

海

三

社

新

海

三

社

新

海

三

社

新

海

三

社

し

ん

か

い

さ

ん

し

ゃ

神

社

神

社

神

社

神

社

じ

ん

じ

ゃ

】】】】

□□□□
県県県県

    

▼

鎮

座

 

佐

久

市

田

口

字

宮

ノ

沢

二

三

九

四 

佐

久

三

庄

三

十

六

郷

の

総

社

と

し

て

崇

敬

さ

れ

て

い

る

。

諏

訪

湖

の

御

神

渡

の

佐

久

の

渡

は

主

祭

神

興

波

岐

命

の

通

っ

た

跡

と

さ

れ

て

い

る

。 

▼

御

朱

印

対

応 

 

要

予

約

 

社

務

所

で

受

付 

 
 
 

☎

〇

二

六

七

（

八

二

）

九

六

五

一 

 

東東東東    

信信信信

    
    

【【【【

山

田

山

田

山

田

山

田

や

ま

だ

神

社

神

社

神

社

神

社

じ

ん

じ

ゃ

】】】】

□□□□
村村村村

    

▼

鎮

座

 

佐

久

市

常

和

字

宮

平

一

五

二

八 

蛇

石

へ

び

い

し

と

称

す

る

白

青

石

を

御

魂

代

み

た

ま

し

ろ

と

し

て

鎮

斎

。

八

岐

大

蛇

の

霊

が

籠

る

と

も

。

中

世

ま

で

諏

訪

大

社

上

社

御

射

山

祭

の

鳥

居

建

立

を

担

っ

た

。 

▼

御

朱

印

対

応 

 

要

予

約

 

宮

司

宅

で

受

付 

 
 
 

☎

〇

二

六

七

（

六

二

）

六

五

六

八 

 

【【【【

荒

舩

山

荒

舩

山

荒

舩

山

荒

舩

山

あ

ら

ふ

ね

や

ま

神

社

神

社

神

社

神

社

じ

ん

じ

ゃ

】】】】

□□□□
郷郷郷郷

    

▼

鎮

座

 

佐

久

市

内

山

字

荒

舩

山

二

（

奥

宮

）

 

天

竺

か

ら

き

た

姫

が

、

船

を

伏

せ

て

山

頂

に

住

ん

だ

。

あ

る

日

諏

訪

神

は

母

の

所

に

向

う

途

中

こ

の

美

し

い

姫

と

恋

仲

に

…

 

后

の

妬

み

を

怖

れ

上

野

国

に

社

を

建

て

て

隠

す

。

山

頂

に

は

船

守

の

美

女

一

人

置

き

… 
▼

御

朱

印

対

応 

要

予

約

 
里

宮

（

内

山

字

大

間

）

で

受

付 

 
 
 

☎

〇

二

六

七

（

六

二

）

六

五

六

八  

    

佐
久
佐
久
佐
久
佐
久
周
辺
周
辺
周
辺
周
辺
神
社
巡

神
社
巡

神
社
巡

神
社
巡
りりりり
②②②②    

    

【【【【

平

賀

平

賀

平

賀

平

賀

ひ

ら

か

神

社

神

社

神

社

神

社

じ

ん

じ

ゃ

】】】】

□□□□
村村村村

    

▼

鎮

座

 

佐

久

市

平

賀

字

駒

在

家

四

九

七

六 

平

賀

を

根

拠

地

と

し

た

源

氏

、

平

賀

氏

の

氏

神

。

頼

朝

の

祈

誓

に

よ

り

建

久

四

年

鎌

倉

鶴

岡

八

幡

宮

よ

り

勧

請

。

元

文

四

年

吉

田

家

よ

り

平

賀

郷

惣

社

号

、

嘉

永

元

年

平

賀

神

社

の

号

を

授

か

る

。

 

▼

御

朱

印

対

応 

 

要

予

約

 

宮

司

宅

で

受

付 

 
 
 

☎

〇

二

六

七

（

六

二

）

六

五

六

八 

 

【【【【

白

山

白

山

白

山

白

山

は

く

さ

ん

神

社

神

社

神

社

神

社

じ

ん

じ

ゃ

】】】】

□□□□
村村村村

    

▼

鎮

座

 

佐

久

市

常

和

字

岩

久

保

二

四

三

九 

旧

常

和

村

北

澤

一

郷

の

鎮

守

の

神

。 

 

主

祭

神 

菊

理

姫

命 

配

 

祀 

伊

弉

諾

命 

建

御

名

方

命 

譽

田

別

命 

 

▼

御

朱

印

対

応 

 

要

予

約

 

宮

司

宅

で

受

付 

 
 
 

☎

〇

二

六

七

（

六

二

）

六

五

六

八 

 

⑨⑨⑨⑨    

【【【【

諏

方

社

上

下

二

座

諏

方

社

上

下

二

座

諏

方

社

上

下

二

座

諏

方

社

上

下

二

座

す

わ

し

ゃ

じ

ょ

う

げ

に

ざ

】】】】

□□□□
郷郷郷郷

    

▼

鎮

座

 

南

佐

久

郡

小

海

町

豊

里

四

三

一

六 

古

来

戦

国

武

将

の

信

仰

が

あ

つ

く

、

武

田

氏

（

甲

斐

）

寄

進

の

鐘

「

野

ざ

ら

し

の

鐘

」

が

あ

る

。

又

、

徳

川

氏

、

仙

石

氏

よ

り

三

十

石

の

御

朱

印

を

頂

い

て

い

る

。

 

▼

御

朱

印

対

応 

 

要

予

約

 

宮

司

宅

で

受

付 

 
 
 

☎

〇

二

六

七

（

九

三

）

二

三

七

五  


